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メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
、
原
子

力
発
電
に
代
わ
る
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
確
保
で
き
る
。
将
来
期
待
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
自

然
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
実
用

化
さ
れ
る
ま
で
、
原
子
力
発
電
所
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
は
不
安
が
多
す

ぎ
る
。
現
在
、
大
気
に
放
出
し
て
い

る
メ
タ
ン
ガ
ス
は
Ｃ
Ｏ
２
の
20
倍
の

温
室
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
を
採
取
し
、

火
力
発
電
の
燃
料
と
す
る
こ
と
に
よ

り
温
室
効
果
を
20
分
の
１
に
で
き
る
。

ま
た
、
日
本
海
側
の
露
出
型
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の

燃
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

本
意
見
書
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
公
明
党
も
同
趣
旨
の
要
望
を
し

て
お
り
、
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
、

提
案
者
の
日
本
共
産
党
は
３
月
２
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
、
国
が
電
気
代

を
支
援
す
る
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
地

方
交
付
税
法
改
正
案
に
反
対
し
た
。

ま
た
、
国
の
予
算
に
賛
成
し
た
も
の

の
、
意
見
書
冒
頭
に
あ
る
都
の
予
算

に
は
反
対
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
金

井
市
に
お
い
て
も
第
四
小
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
予

算
が
含
ま
れ
た
当
初
予
算
に
も
反
対

し
て
お
り
、
一
貫
し
な
い
対
応
に
、

市
民
か
ら
疑
問
の
声
も
大
き
い
。
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旨
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水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
熱
中
症
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
こ
と
、
災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
こ
と
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
の
役
割
か
ら
も
急
務
で
あ
り
、
国

や
都
の
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党
が
予
算
に
反
対
し
た
か

ら
提
案
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
の
指

摘
は
、
予
算
は
全
体
を
見
て
政
治
的

に
判
断
す
べ
き
も
の
で
、
指
摘
に
は

当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
切
実
な
要
望
を
元
に

多
く
の
市
民
の
声
で
実
現
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
特
定
の
党
派
だ
け
の
成

果
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

実
用
化
を
求
め
る
意
見
書

国
及
び
東
京
都
に
対
し
て
、
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及び
デイジーＣＤに市議会だよりの内容を音声で
収録した「声の議会だより」をお届けしてい
ます。
ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある
方がいましたら、ご利用をお勧めください。
ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込
みください。
なお、収録はボランティアグループの「小
金井市対面朗読の会」のご協力をいただいて
います。
【対　象】
原則として障害者手帳 １～ ６級の視覚障が
いのある方（対象者以外でも、図書館本館
でご利用いただけます）

【申　込】
議会事務局（市役所本庁舎 ４階）
☎0４2－３８７－９９４７

米国の未臨界核実験に抗議
し、２度と行わないことを求
める決議

５月２４日、米国が核爆発を伴わない未臨界核実験を今年 ２月に実施していたことが明
らかになった。今回の未臨界核実験は、核軍縮義務に反し、核兵器廃絶を願う被爆者と
多くの人々を失望させるものである。非核平和都市宣言自治体の市議会として、米国
に対し未臨界核実験に抗議し、 ２度と行わないことを求める。

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

メタンハイドレートの実用
化を求める意見書

日本近海には国内の天然ガス消費量の約100年分にも相当するメタンハイドレートが存
在すると推定され、新たなエネルギー資源として注目されている。メタンハイドレー
トの実用化を強力に推進するため、現在の採掘海域以外でも採掘が開始できるように、
また、人材の確保や産学連携強化、事業の安定化に資する予算措置を求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「子どもの貧困対策の推進に
関する法律」と「子供の貧困
対策に関する大綱」の適正な
見直しを求める意見書

①子どもの最善の利益の実現と子どもの意見を聴くシステムの構築、②自治体ごとの
貧困対策計画策定、③義務教育完全無償化、④家族への支援、労働・雇用環境改善と所
得再分配強化、⑤ひとり親家庭貧困率改善の目標設定と検証体制の構築、⑥子どもの生
活実態把握の全国的調査と子どもの貧困把握指標の開発・研究等を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

放射線副読本の配布の見直し
を求める意見書

改訂版は、事故原発の写真、広域的な汚染図、汚染の単語、国際原子力事象評価尺度の
レベル ７、被ばく線量と健康影響との比例関係や子どもの被ばく感受性等が削除され、
国の責任、汚染や被ばくによる人権侵害の状況、安定ヨウ素剤やホットスポット等放射
線防護の情報や甲状腺検査の必要性の記述もないため、配布の見直しを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

石垣島への基地建設中止を
求める意見書

石垣市では陸上自衛隊配備の賛否を問う住民投票を求め、有権者の ４割に近い1４,２36
筆を集め、条例制定を請求したが否決された。憲法9５条に基づき住民投票で過半数の
同意を得るべき。民主的な手続きを踏まない石垣市平得大俣地域への自衛隊配備につ
いて、沖縄県環境影響評価条例の趣旨を踏みにじる一部用地造成着工の中止を求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ △ ○ × △ × ○ ○ ○ 原案可決

国及び東京都に対して、学校
体育館へのエアコン設置補助
制度の拡充を求める意見書

学校体育館へのエアコン設置は急務である。そのため、東京都の公立小・中学校体育
館へのエアコン設置補助制度での 3分の ２補助などの措置について、①継続して実施
すること、②電源設備やランニングコストへの補助を行うこと、③国に対し、リースに
ついても補助対象に加える要望を東京都として行うことなどを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

児童虐待防止対策の更なる
強化を求める意見書

暴力や食事を与えない等の行為で保護者が我が子を死に追いやる深刻な児童虐待が相
次いでいるため、①「しつけによる体罰は要らない」との認識の周知啓発や子どもの権
利擁護の在り方の結論を出すこと、②学校の虐待防止体制構築や警察との連携、スクー
ルロイヤー等配置の財政支援を行うこと等の取組の推進強化を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

信頼される政府統計を目指
して更なる統計改革を求め
る意見書

国会及び政府に対して、統計は国の各種政策の基礎となるものであり、信頼される政府
統計を目指し、①統計委員会における基幹統計及び一般統計の徹底した総点検と再発
防止策の策定の推進、②統計委員会の位置付けの検討や分散型統計行政機構の問題点
の整理、③統計に係る予算・人材の見直し等の更なる改革の取組を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

２0２0年に刑法の性犯罪規定
の見直しを求める意見書

２00７年、性犯罪に関する刑法が、刑法制定以来の110年ぶりに大幅改定された。改正法
の運用に注目が集まっている中、女性が同意していない性交があったと認めつつ、被告
を無罪とした判決が続いている。刑法の性犯罪の規定及び運用によるため、政府に対
し刑法見直しと改正法運用における格段の配慮を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

ハラスメントを包括的に禁止
する法整備を求める意見書

職場でのハラスメント防止をうたった女性活躍推進法等改正法が可決・成立したが、
ハラスメント行為そのものを禁止する規定がなく、企業への制裁措置もない。よって、
日本のジェンダー平等の取組の遅れを改善し、国会で採択された附帯決議を早期に実
行に移し、ハラスメント禁止の包括的な法整備を行うことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

Ｆ－3５戦闘機墜落事故原因
の究明及び今後の調達に対
する見直しを求める意見書

Ｆ－3５戦闘機は、米議会付属の会計検査院が昨年 6月、未解決な欠陥が966件あると指
摘した。太平洋沖に墜落したと見られる自衛隊員は、未だ行方不明で、事故原因も未解
明だ。欠陥を抱えた可能性がある戦闘機に 1兆 ２ 千億円も国費を投じることは断じて
許されない。よって政府に対し事故原因の徹底究明と、今後の調達の見直しを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 原案可決

加齢性難聴者の補聴器購入
に対する公的補助制度の創
設を求める意見書

加齢性難聴は日常生活を不便にし、コミュニケーションを困難にするなど、生活の質を
落とす大きな原因であると共に、うつ病や認知症の危険因子になることも指摘されて
いる。しかし、補聴器の価格は高額であり、低所得者に対する配慮が求められる。よっ
て、加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を創設するよう強く求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

精神障がい者に対する交通
運賃割引制度の適用に関す
る意見書

障がいを理由とするあらゆる差別の解消や、障がい者の自立及び社会参加の促進の制
度改正が進められてきている。国会及び政府がＪＲを始め全国の私鉄・船舶・高速道
路などの各社に対し、精神障がい者についても他の障がい者と同等の運賃割引制度が
適用されるよう働きかけを行うなど、必要な措置を講ずるよう強く求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長に、東京都へ「都市
計画道路 3・ ４・11号線に
関する意見交換会の継続開
催」の働きかけを求める決議

都市計画道路 3・ ４・11号線に関して、東京都はオープンハウス型の説明会の一環で
意見交換をする方針は変えておらず、市長による要望の成果は乏しい。市長から、オー
プンハウスとは別に対話の場としての意見交換会の再度の開催及び建設の是非につい
て意見交換できる場の設定を求めるよう、東京都へ働きかけを要望する。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

移動支援給付金誤支給問題
への対応に関し、西岡市長の
責任を問う決議

市長は債権を放棄する議案を提出したが、対応には以下の問題があった。①法的な検
討も不十分なまま提出、②規則改正が文書管理規程違反であると認めない、③利用者
（障がい者）を置き去りにした提出、④再発防止策を明らかにせず提出。よって責任を
厳しく問うとともに、行政責任を明らかにすることを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ △ × × × 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席　議：議長（原則、採決には加わらず）
副：副議長（議長が公務のため、副議長が議長の職務を代行） 議
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。
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